
(その 1) COS(α 一 β)=COS α COS β +Sill α sin β こついて (余弦定理と2点間の距離を使う)

単位円上で、A(cos α,sh α)、 B(cosβ ,stin β)の 2点をとる。ただし、α>β とする。

OA=1、 OB=1な ので、 △ OABの 辺 ABを 余弦定理で表現す ると、

ИB2=6И 2+θ32_20∠・ OB cos(α 一β)

=12+12_2・ 1・ 2・ cos(α ―β)=2-2 cos(α ―β)  一 ①

2点間の距離の公式より、

Иノ =(COS α ― C6Sβ)2+(sinγ ― Sinβ)2  =2-2oosα cOSβ -2sinα shβ  ――一②

①、②は等しいので、

2-2 cos(α ―β)=2-2cosα cOSβ -2sin αsinβ

よ つ て 、 cos(α 一 β)=COS α COS β +Sh α sin β

(その 2) COS(α ― β)=COS α COS β ttSin α sin β こついて (内積を使 う)

カロ法定理の証明について

単位円上で、A(cos α, sinα )、 B(cosβ , sinβ )の 2点をとる。ただし、

薇 =蕩 、薇 =3とすると、3・ 3=同同
∞《α―の =トトC《α―の 上 ①

α・b=cos α coS β+Sin α Sin β―一②  (成分どうしの積の式)

①、②は等しいので、 cos(α―β)=COSα COSβ +sin αsinβ

(その 3) COS(α +β)=00S α COS β ― Sh α sin β こついて (内積を使 う)

―sin β)の 2点をとる。

COS α 00S β―Sれ αSh β

l× 1
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COS α,sin α)

(COSβ , sinβ )

a>β とする。

(絶対値とcosの式)

ら
Sβ rSinβ )

=COS α COS β―sin α sin β

単位円上で、A(cos α, sh α)、 B(cosβ ,

52=万  、ろ彊=3とすると、cos(α tt β)=青
自

よつて、 cos(α +β)=COS αCOSβ―Sin αsin β

<補足>

他の加法定理の式について

COS(α tt β)=COS αCOSβ ― Sinα sin β の 証 明 が さ れ て い る とい う前 提 で 、

α を
二

「

α に 置 き 換 え ,3と cos(嗜 _→ +β )=COS(音 ― α )COS β 一 Sm(,一 α )Sin β

(左辺)=cos((告 _(α―β))=Sh(α―β)

(右辺)=sin αcos β―cosα Sinβ

よって、

ここで、β

Sin(α ―β)=Sin α cOs β―cos αsin β

を一βに置き換えると、

Sin(α tt β)=Sin α sin β+cos αsh β


